第109回 火力専門委員会　 構造分科会  議事録      
　　　
Ⅰ．日　時：2020年9月3日（木）13時３0分～1７時５0分
Ⅱ．方　法：WEB会議（Webex使用）
[bookmark: _Hlk17281206]Ⅲ．出席者：飯田（東電HD）、茂山（電中研）、西田（三菱パワー長崎）、
        西野（配管技術研究協会）、田村(三菱パワー 日立)、小原（IHI）、
下地（沖縄電力）、横山（川崎重工業）、南條（関西電力）、鈴木（JERA）
代理者：藤田（三菱パワー長崎；豊嶋委員代理）
オブサーバー：喜納（沖縄電力；新任委員候補）
欠席者：太原（東芝ESS）、小高（富士電機）
  事務局：花井

Ⅳ．資料（CSキャビネット登録）
109-1 第108回構造分科会議事録（案）
109-2 構造分科会委員名簿
109-3 第92回火力専門委員会議事録（案）
109-4 第94回規格委員会議事録（案）
109-5 規格委員会書面投票No.47６（第Ⅲ章　ボイラ　改訂案）結果
109-6 規格委員会書面投票No.477（第Ⅴ章　配管　改訂案）結果
109-7-1 火力専門委員会書面投票No.88（倫理規定補足　改訂案）結果
109-7-1 倫理規定補足改訂対応（各委員会意見対応案及び修正案）
109-8 規格委員会書面投票No.476（第Ⅲ章 ボイラ 改訂案）意見対応案
109-9 規格委員会書面投票No.477（第Ⅴ章 配管 改訂案）意見対応案

Ⅴ．議題
１．前回議事録確認                         　                           　　【資料109-1】
前回議事録（案）の確認を行ない、議事録案は承認された。

２．分科会委員・役員の承認	　　  　 　　　　　　　　　　　　　 　  　　【資料109-2】
下地委員の退任が報告された。また、喜納氏（【きな】氏；沖縄電力）を新任委員候補として次回火力専門委員会へ推薦することが出席委員全員の賛成により承認された。
更に太原委員を再任候補として次回火力専門委員会へ推薦することが再任候補者を除く出席委員全員の賛成により承認された。

３．報告事項　
[bookmark: _Hlk32931060](1)火力専門委員会報告　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　    　【資料109-3】
7月2日開催の第92回火力専門委員会（WEB会議）の主要項目が報告された。
ｏ火力専門委員会委員、各分科会委員の承認
　　ｏ第108回(6/17)構造分科会報告
　　　火力専門委員会書面投票No.86発電用火力設備詳細規定第Ⅲ章ボイラとNo.87同第五章配管に関して意見対応案及び意見対応案に基づいた改訂案の審議を行ったことが報告された。
ｏ電子配信の検討状況報告
・電子配信サービスは、JIS を配信している日本規格協会(JSA)のシステムを利用
・配信対象は既出版の規格に関しては①主要規格の最新年版に追補を加えたもの②エンドースされた規格 とし、今後は③2020年度以降、新規に発行される規格を順次追加とする。
・既出版の規格に関しては、事務局が図書室に保管されている規格(または印刷用紙原稿)をスキャン後、検索可能なＰＤＦファイルに変換する。（出版社に渡したPDFファイルは残っているが、入稿後に電話/メールにより微修正を行っているため、出版物と同じことが保証できる電子データは無いため）
・2020年以降に製作される規格に関しては、担当分科会にてWordから直接PDFファイルを作成する。
・閲覧契約基本料（税抜き）に関しては、火力の4規格（火力基本規定_STA0、火力詳細規定１_STA1、火力詳細規定２_STA2、火力設備配管減肉管理技術規格_STB1）で10万円が基本で、事業所数、同時閲覧可能な数により補正が行われる。原子力を含む全ての規格の場合には基本料金が60万円となる。
[bookmark: _Hlk32426559]ｏ審議結果報告
[bookmark: _Hlk43899002]・火力専門委員会書面投票No.86（第Ⅲ章 ボイラ 改訂案）の意見対応案について承認され、意見対応を反映した修正案が文章表現上の軽微な訂正であり、且つ修正内容が適切であると全出席委員から承認された。
・火力専門委員会書面投票No.87（第Ⅴ章 配管 改訂案）の意見対応案について承認され、意見対応を反映した修正案が文章表現上の軽微な訂正であり、且つ修正内容が適切であると全出席委員から承認された。
・ALLOY617Bの規格化について三菱重工業㈱ 総合研究所(長崎) 橋本様より成分、機械的性質等の説明があった。最高使用温度700～800℃であり、ボイラ伝熱管および配管材料を用途として開発された材料である。火力専門委員会から材料専門委員会に材料仕様と許容応力値の策定を依頼することが承認された。
 (2)規格委員会報告                                                   【資料109-４】
7月7日開催の第94回発電用設備規格委員会(WEB会議)の主要項目が報告された。
　　  ｏ火力専門委員会(7/2審議)報告
[bookmark: _Hlk50463622]      ｏ材料専門委員会状況報告
・5/27 に第46回材料専門委員会をweb会議として開催した。
・火力専門委員会から許容応力等の策定依頼を受けている新規材料 Alloy263, Alloy141の策定案に対する意見伺い投票での意見対応について審議を行い、Alloy141について材料専門委員会書面投票を実施し、可決した。
ｏ倫理規定補足改定案に関する審議
・書面投票の提案説明が行われた。２月に規格委でご意見伺いの書面投票を実施した。６月の規格委員会幹事会での議論を踏まえ、倫理規定補足制定時にならい４専門委員会での書面投票を同時並行して行う提案がなされ４委員長の同意を得た。
ｏ事業アドバイザリー委員会の結果報告
・6/25に開催の20年度第１回事業アドバイザリー委員会について報告された。「センター制度」の廃止に伴って昨年度発足。年2回の開催。規格策定は営利活動ではないが、会計枠を超えて規格販売までを含めた「事業」としての観点からアセスメントを受ける。
ｏ電子配信に関する検討状況
・来年度から有償でのサービスを開始する。有償契約による来年度の収入（各社の予算）を確保するため、電力、メーカーへの事前説明は夏にもスタートする。
ｏ発電用火力設備規格に関する審議
・詳細規定第Ⅲ章ボイラ改訂案:の規格委員会書面投票No.427の意見対応に伴う技術的変更を含む修正案は挙手による採決の結果、30日間の再書面投票を行うことが承認された。
・詳細規定第Ⅴ章配管改訂案は参照するASME参照年版変更（2007+2008add⇒2012）とSI単位の取入れ等による全面改訂である。挙手による採決の結果、30日間の書面投票を行うことが承認された。
[bookmark: _Hlk43899486](3)規格委員会書面投票No.47６（第Ⅲ章　ボイラ　改訂案）結果　　　　　　　【資料109-5】
規格委員会書面投票No.47６「発電用火力設備規格詳細規定 第Ⅲ章 ボイラの規格委員会書面投票 No.427の意見対応による修正案」の承認（2020年 7月 10日（金）～ 2020年 8月 8日（土））に関し、投票結果の報告があった。委員総数（26名）の５分の４以上（21票以上）である25票の投票があり、本投票は成立した。投票数の３分の２以上（17票以上）である25票の賛成票があり、意見付反対票がなかったため、本議案は可決となった。保留票も０票。
(4) 規格委員会書面投票No.477（第Ⅴ章　配管　改訂案）結果　　　　　　　　【資料109-6】
規格委員会書面投票Ｎｏ.477「発電用火力設備規格 詳細規定（２０２Ｘ年版）第Ⅴ章 配管 改訂案」の承認（2020年 7月 10日（金）～ 2020年 8月 8日（土））に関し、投票結果の報告があった。委員総数（26名）の５分の４以上（21票以上）である25票の投票があり、本投票は成立した。投票数の３分の２以上（１7票以上）である22票の賛成票があり、意見付反対票がなかったため、本議案は可決となった。保留3票。意見は計7票。
(5) 火力専門委員会書面投票No.88（倫理規定補足　改定案）結果　　　　【資料109-7-1】
火力専門委員会書面投票Ｎｏ.88「倫理規定補足」改定案の承認（2020年 7月7日 （金）～ 2020年 8月17日 （月））に関し、投票結果の報告があった。委員総数（19名）の５分の４以上（16票以上）である18票の投票があり、本投票は成立した。投票数の３分の２以上（12票以上）である18票の賛成票があり、意見付反対票がなかったため、本議案は可決となった。上述の規格委員会報告の通り、規格委員会＋4専門委員会の同時並行の書面投票。意見対応及び、それを踏まえた修正案は【資料109-7-2】に纏められている。今後は規格委員会でのみ再度の意見投票を行う。

４．審議事項
[bookmark: _Hlk33016728](1)用語集の確認                                 　　　　　　　　　　　　                        
      今回新規の登録は無し。委員の交代も進んだことからCSキャビネットの登録場所および運用方法の説明とファイルの確認を行った。

[bookmark: _Hlk43900935](2) 規格委員会書面投票No.47６（第Ⅲ章 ボイラ改訂案）意見確認　　　　【資料109-8】
資料109-8の意見対応案の確認・審議を行った。
前回規格委書面投票No.427への意見により、図表ページを差し挟む位置を当該の図表を参照する本文とできるだけ近い位置に挿入するようにしたが、製本時の原稿においても規格使用者の利便性を考慮して図表の位置などを検討することを確認した。
(3) 規格委員会書面投票No.477（第Ⅴ章 配管改訂案）意見対応案審議　　　【資料109-9】
資料108-9の意見対応案の確認・審議を行った。意見の数が多いため、保留意見（反対意見はなし）及び、対応案作成者が相談したい事項を審議することとした。また、予定終了時刻を越え、規格修正案に関しての審議は行われなかった。
審議の結果、対応案の修正、用語集の修正及びこれに伴う統一のための他部修正の必要があるものや再確認の対応が必要となるものは以下のとおり。

【意見No.31】
「開先溶接の管表面から‥」は「開先溶接の表面から‥」に修正する。
【意見No.33】
『切断』が重複している。「‥金属を切断する方法」とする。
【意見No.36】
｢金属固形物が‥｣は｢金属固形物を‥｣に修正
【意見No.69】
[bookmark: _GoBack]回答「（１）管とチューブの相違は、管には呼び径と外径があり、サイズは呼び径と外径が一致しています。ただし、標準にない特殊な径の管は呼び径と外径が一致します。」の『‥特殊な径の管は‥』は『‥特殊な径のチューブは‥』ではないのかという質問があったが、『管』で正しいとなった。書き方が分かりにくい部分は修正することとなった。
【意見No.75】
『JEAC-3605-2014』の記載は『JEAC 3605-2014』に修正する。
【意見No.76】
現状、対応案が空欄となっている。右の西野委員の助言をそのまま回答とする。
【意見No.156】
　　　　第Ⅶ章との整合性は、主査から溶接分科会に問い合わせする。
【意見No.220】
藤田委員案に飯田委員案を加えた形で回答を行う。
【意見No.221】
回答案を送れて受領しているので、内容を確認し委員全員に周知する。
【意見No.237】
一般的か？との問いは、一般的でないなら一般的な用語に変更すべきとの意を暗に含むので、修正案を考える。
【意見No.238】
現状のままとするのなら、その理由を記載すべき。
【意見No.247】
「‥仕様書の仕様書‥」の後者の『仕様書』は『使用者』に修正する。また、『本章』を『第Ⅶ章』とすべきかという点は『本章』のままとする。
【意見No.250】
主査は溶接分科会に確認する。また、小原さんも社内で確認を行うこととした。
【意見No,257】
意見対応案としては、現状のままでよい。ただし、『歪み』『歪』は全て『ひずみ』に修正を行う必要がある。
【意見No,276】
括弧が閉じられていないため、文章の見直しを行う。

次回火力専門委員会（9月17日）までに意見対応の修正を行う。そのため、委員は9月11日（金）までに意見対応案を修正し三役に送付することとした。
また、意見対応案の審議が終了後、委員より英文の‘anchor’の日本語訳として『アンカ』と『アンカー』が使用されており、用語の不統一が見られるとの意見があった。用語集は『アンカー』であることが確認された。分科会では『アンカ』が一般的ではないかという結論となったが、分科会後に西野委員が確認することとした。※１なお、『アンカ』が良いとされた場合には用語集を修正する。また、どちらが良いとなった場合でも統一を図ることになる。

５．次回開催予定
　 　 開催日時： 2020年11月26日（木）  13時30分～17時
開催方法： WEB会議（Webex）による
      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

※１：9月3日の西野委員からのメール内容は『‥ハンガメーカ２社(三和テッキ、日本発条)が作ったカタログやセミナーテキストは「アンカ」となっています。一方、プラントメーカー２社の人が書いたセミナーテキストを見ると、「アンカー」となっていました。Boilerを「ボイラー」ではなく「ボイラ」と書くように、語尾を伸ばさないのが一般的傾向なので、「アンカ」とし、用語集の方を訂正したらと思います。』これに対する主査からの返信は『‥用語集の変更について了解しました。』   
